
学校名

分野・領域

通番　　　 達成状況 取組の適切さ

1 1 教育課程の編成と適切な実施 1・17 3.1 B

2 2 教科横断、目標の達成に向けた授業改善 6 3.0 B

3 3 知識・技能、思考力・判断力・表現力の育成 7 3.3 B

改善の
方策②

通番　　　 達成状況 取組の適切さ

4 1 保護者との連携、規範意識の確立 8 3.1 B
5 2 教育相談体制の充実 9 3.0 B

6 3 生徒に応じた有用感・達成感の育成 103・104 3.4 B

改善の
方策②

【職業観・勤労観、奉仕活動に携わる生徒の育成】通番　　　 達成状況 取組の適切さ

7 1 キャリア教育の充実 10 3.1 B

8 2 進路目標に応じた適切な支援 11 3.3 B

9 3 模擬試験等による客観的な進路指導 63・ 64 3.4 B

改善の
方策②

通番　　　 達成状況 取組の適切さ

10 1 生命尊重、安全に対する態度の育成 12 3.4 B
11 2 分掌・学年との連携による円滑な指導 100 3.3 B
12 3 特別支援委員会による個別生徒対応 97 3.3 B

改善の
方策②

通番　　　 達成状況 取組の適切さ

13 1 函中コンピテンシーに基づく生徒の育成 21 3.0 B
14 2 学校課題の共有、協働体制の確立 14・15 2.9 B
15 3 教員の服務規律保持と危機管理意識の高揚 26 3.3 B

改善の
方策②

通番　　　 達成状況 取組の適切さ

16 1 教科指導力向上を図る校内研修の実施 45 3.7 A
17 2 危機管理能力向上を図る校内研修の実施 24 2.8 B
18 3 先駆的指導法・体制づくりの視察研修 113 3.5 A

改善の
方策②

通番　　　 達成状況 取組の適切さ

19 1 保護者に向けた適切な情報提供 39 3.4 B
20 2 PTA、各種保護者団体との連携 34・35 3.6 A
21 3 管内中学校など他校種、地域との連携 23 3.0 B

改善の
方策②

通番　　　 達成状況 取組の適切さ

22 1 生徒アンケート、保護者アンケートの実施 118 3.4 B

改善の
方策② B B

教員間の合意形成を大切
にしつつ業務の簡素化を
進めてほしい。

学校課題に係わる多様な
課題について、研修を着
実に進めてほしい。

進学実績は素晴らしい一
方で、入試倍率が低調で
あることから、管内中学
校への広報活動の充実が
一層望まれる。

保護者向けの情報提供に
関して、アプリなどを活
用したデジタル化の推進
が望まれる。
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(1) 学校課題の共有と課題解決に向けた協働体制の確立
(2) 社会に開かれた教育課程の編成・実施と函中コンピテンシーの育成
(3) 地域の期待に応えられる学校づくりの推進

授業内での探究的な学び
や、ＩＣＴ活用による学
びの充実を一層図っても
らいたい。

不登校やＳＮＳトラブル
などの教育課題に対し、
学校だけでなく外部機関
と連携、協力しながらの
対応が望まれる。

生徒の進路実現のための
指導は、保護者や生徒の
期待に十分に応えてい
る。今後、総合型選抜や
推薦などペーパーテスト
だけでは計れない選抜方
法の対応を充実させてほ
しい。

支援委員会による個別対
応は大変であると思う
が、必要な生徒支援を継
続的に進めてほしい
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・探究的な学びを踏まえた授業改善に関する研修を実施し、SSHの取組ととも
に一層充実させる。

【地域の基幹校としての取組】

・地域との連携を踏まえた取組などを活性化させ、地域から信頼ある学校づ
くりに　一層取り組む。

・生徒の変化を適切に把握し生徒の状況に応じた目標設定ができるように努
める。
・生徒アンケートや保護者アンケート等の結果から、さらなる改善策を具体
化できるように努める。
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【健康で豊かな感性を身に付けた生徒の育成】

・感染症対策のみならず、薬物乱用防止や心の健康管理など、生徒が個々に
健康で安全に生活していける自己指導力の育成を一層図る。
・様々な課題を抱える生徒の状況把握に努め、保護者・関係機関と連携して
学校生活を支援する体制を整理する。

【学校課題の明確化と協働体制の確立】

・委員会による課題の集約、検討などを継続的に進めていく。
・時間外勤務時間の縮減に向けた具体的な取組を推進し、働き方改革を一層
進める。

【教科指導力向上と校内体制構築のための研修】

【主体的に取り組む生徒の育成】

・知識・技能・思考力・判断力・表現力の育成が図られる探究的な学びの授
業改善　が全教員の共通認識の下、年間を通じて取り組むように努める。

【人権尊重、思いやる優しい生徒の育成】

・教育相談を一層充実させ、個人面談や行事、学校生活等の場面で積極的に
生徒との接点を作ることにより、課題の早期発見、支援する体制を整える。
・生徒の社会性や人間関係形成力が一層図られる、学校行事の工夫改善に努
める。

・学年会や職員会議など様々な機会を通じて、効果的な取組を全校で積極的
に共有する組織的進路指導体制を整備する。
・キャリア教育の充実のため、インターンシップや大学等の訪問等の体験的
な学びの場の機会の一層の充実を図る。

３　自己評価結果に対する外部評価 外部評価委員からの評価と意見等
評価項目 自己評価① 評価 意見等

北海道函館中部高等学校（全日制） 学校関係者評価委員会

１　スクールミッション（本校の存在意義や期待される役割）

２　指導上の重点事項（重点目標）

○次代を担うグローバルリーダーとして、新たな社会的価値の創造と科学技術分野の発展に貢献で
きる生徒の育成
○多様化する国際社会において主体的かつ協働的に取り組む資質・能力を身に付けた生徒の育成
○伝統と文化を尊重し、異文化への理解を深め、社会の発展に貢献し世界的視野で活躍できる生徒
の育成
○生徒一人一人の可能性を最大限に引き出し、高い進路目標を実現するとともに、道南地域の拠点
校として、地域や社会のニーズに応える教育活動を実践。
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